
痛みには個人差がある。客観的な評価のためにペインスケールを活用する。
体性痛、内臓痛にはアセトアミノフェンやNSAIDsが有効。
NSAIDsを使用する際は消化性潰瘍、腎機能障害、心血管性障害のリスクを考慮。
救急外来では、原因検索をしながら鎮痛を図る
NSAIDs無効の場合は、ソセゴンなどの非麻薬性オピオイドが有効となりうる。

「痛み」；実際に何らかの
組織損傷が起こった時、あ
るいは組織損傷が起こりそ
うな時、あるいはそのよう
な損傷の際に表現されるよ
うな、不快な感覚体験及び
情動体験 。

まずは原因検索！
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